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  夏季休業も終わり、次は旭ヶ浦祭が待っています。毎日暑いですが、体調に気を付けながら準備など頑張りましょう！

疲れたときは、いつでも図書館に一息つきに来てください。 

第１６９回芥川賞・直木賞受賞作品決定 

Papyrus 

やる気なし 使命感なし 執着なし 

なぜこんな人間が天下を獲れてしまったのか？ 

動乱前夜、北条家の独裁政権が続いて、鎌倉府の信用は地に墜ちていた。 

足利直義は、怠惰な兄・尊氏を常に励まし、幕府の粛清から足利家を守ろうとする。やがて後醍

醐天皇から北条家討伐の勅命が下り、一族を挙げて反旗を翻した。 

一方、足利家の重臣・高師直は倒幕後、朝廷の世が来たことに愕然とする。後醍醐天皇には、

武士に政権を委ねるつもりなどなかったのだ。怒り狂う直義と共に、尊氏を抜きにして新生幕府

の樹立を画策し始める。 

混迷する時代に、尊氏のような意思を欠いた人間が、何度も失脚の窮地に立たされながらも、

権力の頂点へと登り詰められたのはなぜか？ 

幕府の祖でありながら、謎に包まれた初代将軍・足利尊氏の秘密を解き明かす歴史群像劇。 

（文藝春秋ＨＰより引用） 

 ある雪の降る夜に芝居小屋のすぐそばで、美しい若衆・菊之助によ

る仇討ちがみごとに成し遂げられた。父親を殺めた下男を斬り、その

血まみれの首を高くかかげた快挙は多くの人々から賞賛された。二

年の後、菊之助の縁者という侍が仇討ちの顛末を知りたいと、芝居

小屋を訪れるが――。現代人の心を揺さぶり勇気づける令和の革命

的傑作誕生! 

（新潮社ＨＰより引用） 

７月１９日（水）に第１６９回芥川賞・直木賞の選考会が開かれ、受賞作品が決定しました。図書館にもありますので、

ぜひ読んでみてください。 

『ハンチバック』 

著者：市川沙央 

出版社：文藝春秋 

『極楽征夷大将軍』 

著者：垣根涼介 

出版社：文藝春秋 

『木挽町のあだ討ち』 

著者：永井紗耶子 

出版社：新潮社 

第１６９回芥川賞受賞。選考会沸騰の大問題作！ 

「本を読むたび背骨は曲がり、肺を潰し喉に孔を穿ち歩いては頭をぶつけ、

私の身体は生きるために壊れてきた。」 

井沢釈華の背骨は、右肺を押し潰すかたちで極度に湾曲している。 

両親が遺したグループホームの十畳の自室から釈華は、あらゆる言葉を

送り出す――。 

（文藝春秋ＨＰより引用） 
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◆新刊図書紹介◆ 

「生徒図書委員の集い」に参加してきました 

７月２６日（水）に仙台市福祉プラザで開催された「生徒図書委員の集い」に図書委員会副委

員長の        さんが参加してきました。ビブリオバトルやブックトークが行われ、活発な意見

交換が行われていました。県内の高校の図書委員の皆さんの本に対する熱い思いが伝わって

くる素晴らしい催しでした。今回学んだことを本校の図書委員会活動にも取り込んでいけるよ

う、活動していきたいと思います！ 

ビブリオバトルは、新しい試みとして団体戦で行われました。６人のバト

ラーが３つのジャンルに分かれ、１人１冊の本を紹介してくれました。普

段は読まないジャンルの本を知ることができて新鮮でした。 

 ブックトークでは２つのテーマに沿って壇上の人だけでなく、会場にい

る皆さんから意見を求める形で行われました。他の学校の生徒の話を

聞く機会が少ないので、たいへん興味深かったです。 

色々な意見や考え方を知ることができて、有意義な時間になりました。 

分類 書名 著者 出版社 

０００ 総記 
知りたい気持ちに火をつけろ！探究学習は図書館

にお任せ（岩波ジュニア新書） 
木下通子 岩波書店 

１００ 哲学 まんが！１００分de名著 ハイデガー存在と時間 戸谷洋志 他 扶桑社 

２００ 歴史  

ズラータ、１６歳の日記 ウクライナから来た少女 ズラータ・イヴァシコワ 世界文化社 

JK、インドで常識ぶっ壊される 熊谷はるか 河出書房新社 

３００ 社会科学  恋と推し活とショッピングに学ぶ 知識ゼロ女子株 松下りせ ダイヤモンド社 

４００ 自然科学  

全国クセすご水族館図鑑 さかなのおにいちゃんかわちゃん 中央公論新社 

凸凹あるかな？わたし発達障害と生きてきました 細川貂々 他 平凡社 

９００ 文学  
傲慢と善良（朝日文庫） 辻村深月 朝日新聞出版 

２７０００冊ガーデン 大崎梢 双葉社 

マンガ  税金で買った本 ５～７ ずいの・系山冏 講談社 

 ９月３日（日）旭ヶ浦祭一般公開で、図書委員会は「オリジナルしおり作り体験」を

実施します。 

その他、図書委員が制作した作品の展示、紙芝居の読み聞かせなどもありますので、

ぜひ遊びに来てください♪ 
税金で買った本 

©ずいの・系山冏/講談社 

 


